
お知らせ版

時間時
内容内締切〆

期間期問合せ問
対象対
講師講

申込み申
資格資
持ち物持

日時日
定員定
その他他

会場会
費用費
ファックスF メール

●わたしたち南魚沼市民は、
　人間を大切にします。
●わたしたち南魚沼市民は、
　自然を大切にします。
●わたしたち南魚沼市民は、
　ものづくりを大切にします。

南魚沼市民憲章
【平成19年４月１日制定】
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
小

千
谷
縮
・
越
後
上
布
」
の
世
界
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
２
月
27
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
塩
沢
中
学
校 

グ
ラ
ウ
ン
ド

対
市
内
在
住
者
・
在
勤
者

定
20
人
（
先
着
順
）

費
無
料

〆
２
月
５
日
㈮

内
越
後
上
布
の
雪
ざ
ら
し
体
験
・

見
学

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
12
月

市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。
放
送
日
程
や
質
問

内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中
で

す
。
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

は
、
録
画
映
像
を
配
信
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
予
定
議
員

（
質
問
順
位
、
敬
称
略
、
１
月
21

日
㈭
か
ら
予
定
）

岡
村
雅
夫
、
田
中
せ
つ
子

桑
原
圭
美
、
清
塚
武
敏

寺
口
友
彦
、
永
井
拓
三

梅
沢
道
男
、
黒
滝
松
男

塩
谷
寿
雄
、
中
沢
道
夫

鈴
木　

一
、
中
沢
一
博

佐
藤　

剛
、
目
黒
哲
也

勝
又
貞
夫
、
大
平　

剛

牧
野　

晶
、
吉
田
光
利

髙
橋
克
美
さ
ん
〔
九
日
町
〕
と

上
村
寿
美
子
さ
ん
〔
五
日
町
〕
が
、

社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
新
潟
県
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

髙
橋
さ
ん
は
社
会
教
育
委
員
と

南
魚
沼
市
消
防
本
部
と
南
魚
沼

２
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
し
ま
す
。

本
紙
に
掲
載
し
て
い
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

中
止
や
延
期
、
内
容
が
変
更

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
各
主
催

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
・
申
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
班 

　
☎
７
７
３

−

３
７
５
６

問
議
会
事
務
局

　
☎
７
７
３

−

６
６
５
０

問
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　
☎
７
７
３

−

６
６
１
０

問
消
防
本
部 

警
防
課 

防
災
救
助
係

　
☎
７
８
２

−

５
３
３
１

問
南
魚
沼
市
観
光
協
会

　
☎
７
８
３

−

３
３
７
７

越
後
上
布
体
験
講
座

参
加
者
募
集

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程

～
12
月
定
例
会【一般
質
問
】

社
会
教
育
委
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

文
化
財
防
火
訓
練
を

行
い
ま
す

南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
の
中
止

市
消
防
団
が
合
同
で
文
化
財
防
火

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
１
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
～
10
時

会
坂
本
神
社
〔
宮
〕

会
場
周
辺
で
放
水
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

消
防
車
が
宮
地
内
を
走
行
し
ま

す
。
通
行
の
際
は
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

し
て
、
11
年
（
６
期
）
以
上
活
躍

さ
れ
、
現
在
、
南
魚
沼
市
社
会
教

育
委
員
の
会
長
を
、
上
村
さ
ん
は
、

社
会
教
育
委
員
と
し
て
、８
年（
５

期
）
以
上
活
躍
さ
れ
、
現
在
、
南

魚
沼
市
社
会
教
育
委
員
の
副
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

上村さん 髙橋さん
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対
就
学
の
意
欲
が
あ
り
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
進
学
・
在
学
が

困
難
な
生
徒
や
学
生 

条
件 

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
ど

も
や
弟
妹
な
ど
で
、
学
校
教
育

法
に
定
め
る
高
校
、
大
学
、
短

大
、
専
修
学
校
な
ど
に
進
学
す

る
・
在
学
し
て
い
る 

・
申
請
者
の
保
護
者
の
所
得
が
、

市
の
定
め
る
基
準
以
下 

・
市
税
の
滞
納
（
遅
延
金
含
む
）

が
な
い 

審
査
・
試
験　
所
得
な
ど
の
審
査

を
通
過
し
た
人
に
作
文
試
験
を

行
い
ま
す
。 

作
文
試
験 

　

テ
ー
マ
は
、
試
験
当
日
に
発
表
。 

日
３
月
24
日
㈬　

午
前
９
時
30
分

～
（
受
付
：
午
前
９
時
～
） 

会
中
央
公
民
館 

実
習
室
（
市
民

会
館
２
階
） 

貸
与
額
（
無
利
子
） 

・
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど 

令
和
２
年
12
月
議
会
定
例
会
で
、
副
市
長
の
定
員
を
２
人
以
内
に
改

正
す
る
条
例
案
が
可
決
さ
れ
、
副
市
長
が
２
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
副
市
長
の
人
事
案
が
同
意
さ
れ
、
岡
村
聡
氏
が
再
任
し
、
新

た
に
広
範
多
岐
に
わ
た
る
「
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
を
と
り
ま
と

め
、
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
て
、
外
山
千
也
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

任
期令

和
２
年
12
月
22
日
か
ら
４

年
間

略
歴長

岡
農
業
高
校
卒
、
行
政
改

革
推
進
室
長
、
総
務
部
企
画

政
策
課
長
、
総
務
部
長
、
副

市
長
（
平
成
24
年
～
）

任
期令

和
２
年
12
月
14
日
か
ら
４

年
間

略
歴自

治
医
科
大
卒
、
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
、
地
域
医
療
振

興
協
会
常
務
理
事
、
市
病
院

事
業
管
理
者
補
佐

問
・
申
〒
９
４
９

−

６
６
８
０

　
南
魚
沼
市
六
日
町
８
６
５

　
学
校
教
育
課

　
☎
７
７
３

−

６
７
０
０

問
秘
書
広
報
課　
☎
７
７
３

−

６
６
５
８

令
和
３
年
度
奨
学
生
募
集

南
魚
沼
市
副
市
長
の
再
任・就
任

�

月
額
５
０
，０
０
０
円 

・
高
校�

月
額
１
８
，０
０
０
円 

※
年
３
回
（
５
・
９
・
１
月
末
）

に
分
け
て
貸
付 

返
還
期
間　
貸
与
終
了
月
か
ら
半

年
据
置
後
、
借
り
た
期
間
の
２
．

５
倍
の
期
間
（
毎
月
末
日
か
年

２
回
の
返
還
） 

例　
大
学
４
年
間
で
２
４
０
万
円

を
借
り
た
場
合 

半
年
据
置
後
、
初
回
年
度
12
万

円
、
翌
年
度
以
降
24
万
円
、
最
終

年
度
12
万
円
を
返
還
（
返
還
期
間

10
年
） 

提
出
書
類 

・
申
請
書
、
返
還
誓
約
書
、
返
還

計
画
書
、
奨
学
金
振
込
先
届
出

書
（
学
校
教
育
課
に
配
置
） 

・
合
格
通
知
書
の
写
し
…
新
入
学

生
の
み
（
締
切
り
ま
で
に
用
意

で
き
な
い
場
合
は
４
月
８
日
㈭

ま
で
に
提
出
） 

・
在
学
証
明
書
…
在
学
生
の
み 

・
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し
…
同

一
生
計
世
帯
に
障
が
い
の
あ
る

家
族
が
い
る
場
合 

・
住
民
票
…
世
帯
全
員
分　

 

・
所
得
証
明
書
…
奨
学
生
の
保
護

者
分 

・
納
税
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明

書
…
連
帯
保
証
人
２
人
（
う
ち

１
人
は
保
護
者
）
分
を
各
１
通 

・
援
助
証
明
書
（
任
意
様
式
）
…

父
母
が
低
収
入
か
無
収
入
で
、

祖
父
母
か
ら
援
助
を
受
け
て
い

る
場
合 

〆
３
月
15
日
㈪ 

※
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
必
着 

結
果
通
知　
５
月
上
旬

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

六
日
町
商
工
会
青
年
部
様

か
ら
城
内
小
学
校
、
お
お
ま

き
小
学
校
、
五
十
沢
小
学
校
、

北
辰
小
学
校
、
六
日
町
小
学

校
に
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
分
、

合
計
10
万
円
分
の
図
書
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
友

の
会
様
か
ら
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
〔
二
日
町
〕
の

閉
館
に
と
も
な
い
解
散
と

な
っ
た
同
団
体
の
会
計
残
金

２
２
０
，０
９
９
円
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

外と

山や
ま　

千せ
ん

也や

氏

岡お
か

村む
ら　

聡さ
と
し

氏
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問企画政策課　☎773－6672

旧第二上田小学校の利活用についての 
� サウンディング型市場調査結果の公表

令和２年３月末で閉校となった旧第二上田小学校は、公共の用途で施設を使用する予定はなく、今後の
校舎と校舎敷地の有効な利活用方法を検討しています。

利活用方法を検討する際の参考とするため、民間事業者の持つ手法や知識、アイデアを聞くサウンディ
ング型市場調査（市が保有する公共施設などの有効活用の検討にあたって、その活用方法について民間事
業者から意見・提案を求め、対話形式により市場性を把握する調査）を実施しました。

・民間事業者による校舎と校舎敷地の利活用（体育館は調査対象外）
・既存校舎の利活用、校舎解体を伴う施設整備
・さまざまな可能性を調査するため、校舎と校舎敷地は購入、定期借地権の設定、あるいは校舎と校舎敷

地の一部利用などの提案が可能

施設の利活用における基本的な考え方

提案する事業の実施主体となる意向があり、企画、設計、資金調達、施工、管理運営などを行う能力を
有する法人かグループ

参加対象者

参加事業者　２事業者
⑴現地見学会　日令和２年10月22日㈭　10：00 ～ 12：00
⑵民間事業者との対話　日令和２年11月６日㈮　会南魚沼市役所

実施結果

サウンディング結果を踏まえた今後の方針
今回のサウンディング型市場調査の結果を踏まえ、必要に応じて提案事業者との追加対話を実施し、旧

第二上田小学校の利活用について具体的な検討を進めていきます。

事業者Ａ

施設整備と用途
「団体向け宿泊施設（合宿所）として改修」
・セミナーや文化活動の場、キャンプやバーベ

キューなどができる
・地元の食育体験教室の実施

地域の活性化についての考え方
地域住民や地元企業と連携し、体験教室の講師

やインストラクターになってもらうことで、県内
外の利用者との交流を促進し地域のにぎわいを創
出したい。

事業者Ｂ

施設整備と用途
「サービス付き高齢者向け住宅に用途変更」
・安価で広い居住空間を持つ施設
・１階の一部にシェアオフィススペースを設置

し、複合施設とする案もある

地域の活性化についての考え方
地域住民の雇用創出や交流センターの設置によ

り、地域の活性化を図り、過疎化に歯止めをか
けたい。

提案の概要
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い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応

急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
な
ど
、

実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
で
す
。

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
２
月
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
20
人

費
無
料

〆
２
月
14
日
㈰

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

た
め
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い

・
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続

な
ど
）、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基

づ
き
、
施
設
の
統
廃
合
や
長
寿
命

化
に
向
け
た
方
向
性
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
施
設
分

類
ご
と
に
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
施
方
針
（
将
来
の
方

針
）」
と
し
て
整
理
し
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（「
総
合
管
理
計
画
」

で
検
索
）
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

他
企
画
政
策
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
可

住
民
健
診
調
査
票
を
、
１
月
18

日
㈪
に
全
世
帯
へ
発
送
予
定
で
す
。

令
和
３
年
度
に
実
施
す
る
住
民

健
診
の
申
込
み
と
、
健
診
状
況
調

査
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
住
民
健
診

を
希
望
し
な
い
場
合
も
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

が
ん
検
診
を
含
む
住
民
健
診
は
、

す
べ
て
申
込
制
で
す
。
申
込
み
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

住
民
健
診
調
査
票
の
記
入

世
帯
全
員
分
の
項
目
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

問
・
申
南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警

防
課 

救
急
係

　
☎
７
８
２

−

５
３
３
１

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

　
☎
７
７
２

−

２
１
６
４

問
企
画
政
策
課 

企
画
班

　
☎
７
７
３

−

６
６
７
２

問
保
健
課

　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料・秘
密
厳
守
～

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
具
体
的
な「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
施
方
針
」の
公
表

令
和
３
年
度「
住
民
健
診
」の

申
込
み
受
付
開
始

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
「
三
な
い

運
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

（
政
治
家
は
）
贈
ら
な
い
！

（
政
治
家
に
）
求
め
な
い
！

（
政
治
家
か
ら
）受
け
取
ら
な
い
！

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
や
贈
り

物
を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職
選
挙

法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
寄
付
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
７
３

−

６
６
６
０（
通
常
時
）

☎
７
７
３

−

６
４
３
４（
選
挙
時
）

み
ん
な
で
つ
く
る
明
る
い

選
挙

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日
２
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

会
働
く
婦
人
の
家
１
階 

託
児
室

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

・
髙
野
輝
幸
〔
今
町
〕

・
勝
又
由
美
子
〔
金
城
〕

提
出
期
限　
２
月
15
日
㈪

提
出
方
法　
直
接
提
出
す
る
か
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場
合

は
84
円
切
手
を
貼
付
）
メ
ー
ル
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
申
込

み
可

提
出
先　
保
健
課
、
本
庁
舎
総
合

窓
口
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン

タ
ー

基
礎
健
診　
16
歳
以
上
が
対
象
。

た
だ
し
、
40
～
74
歳
は
市
の
国

民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）

加
入
者
の
み
が
対
象

各
種
が
ん
検
診

・
肺
が
ん
、
結
核
検
診
（
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
）

・
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
）

・
大
腸
が
ん
検
診
（
検
便
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
部

細
胞
診
、
内
診
）

・
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）

そ
の
他
の
検
診

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
41
・

46
・
51
・
56
歳
の
女
性
が
対
象
。

手
首
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）

健
診
当
日
オ
プ
シ
ョ
ン

前
立
腺
が
ん
検
査
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底

検
査

※
心
電
図
検
査
と
眼
底
検
査
は
基

礎
健
診
を
受
け
る
40
～
74
歳
の

市
の
国
保
加
入
者
の
み
対
象

市
の
国
保
以
外
の
特
定
健
診
対
象

者
40
～
74
歳
で
、
市
の
国
保
以
外

の
医
療
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健

保
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
医
療
保
険
者
か
ら
送
付
さ

れ
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
確

認
し
て
、
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス

ク
軽
減
の
た
め
の
税
務
署
か
ら
の

お
願
い 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
ｅイー−

Ｔタ
ッ
ク
ス
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い 

・
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
確
定

申
告
特
集
ペ
ー
ジ
（「
令
和
２

年 

確
定
申
告
」
で
検
索
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い 

・
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
作
成

手
順
の
説
明
動
画
（「
動
画
で

見
る
確
定
申
告
」
で
検
索
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い

 

確
定
申
告
会
場 

会
小
千
谷
税
務
署
〔
小
千
谷
市
東

栄
１
丁
目
５−

24
〕 

※
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
。
公
共

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
は
、

障
が
い
者
の
保
護
者
が
加
入
者
と

な
り
、
一
定
期
間
に
掛
金
を
納
め

る
こ
と
で
、
万
が
一、
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
や
重
度
障
が
い
を

負
っ
た
場
合
に
、
障
が
い
者
に
終
身

の
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。 

掛
金　
１
口
に
つ
き
月
額
９
，３
０
０

円
～
２
３
，３
０
０
円
（
加
入
者

の
加
入
時
の
年
齢
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
障
が
い
者
１
人
に
つ

き
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
） 

年
金
支
給
額 

１
口
に
つ
き
月
額
２
万
円 

加
入
者
の
要
件（
す
べ
て
に
該
当
） 

①
障
が
い
者
を
扶
養
す
る
保
護
者 

②
加
入
年
度
の
４
月
１
日
時
点
の

　

年
齢
が
65
歳
未
満 

③
特
別
な
疾
病
や
障
が
い
が
な
い 

障
が
い
者
の
要
件
（
い
ず
れ
か
に

該
当
） 

２
～
４
月
の
臨
床
心
理
士
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」
は
、
臨

床
心
理
士
の
日
程
の
都
合
に
よ
り

中
止
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
高
校
不
登
校
な
ど
に
悩
む

義
務
教
育
終
了
か
ら
39
歳
の
若
者

と
そ
の
家
族
に
よ
る
電
話
・
来
所

相
談
に
は
相
談
員
が
随
時
応
じ
ま

す
。 

問
小
千
谷
税
務
署

　
☎
０
２
５
８

−

８
３

−

２
０
９
０

　
　
［
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
］

問
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

　
☎
７
７
３

−

６
６
６
７ 

　
Ｆ
７
７
３

−

６
７
２
３ 

問
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー 

　
☎
７
８
８

−

１
９
５
０

小
千
谷
税
務
署「
確
定
申
告
」

会
場
と
注
意
点

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

２
～
４
月
の
臨
床
心
理
士
に

よ
る「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」の

中
止 

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

期
２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
） 

時
受
付　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時 

　

申
告
相
談
開
始　

午
前
９
時
～ 

　

申
告
書
提
出　

～
午
後
５
時 

内
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、

申
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策 

①
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会

場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
で
す
。
な
お
、
入

場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
よ
り
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
は
当
日
会
場
で
配

布
し
ま
す
が
、
国
税
庁
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の

事
前
発
行
も
し
て
い
ま
す

 

②
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
で
は
、

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

を
主
な
対
象
と
し
て
、
２
月
16

日
㈫
よ
り
前
か
ら
申
告
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。 

③
入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
37・
５
度
以
上
の
発
熱

が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
入
場
を
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

※
発
熱
症
状
が
あ
る
な
ど
、
体
調

の
す
ぐ
れ
な
い
人
は
、
来
場
を

お
控
え
く
だ
さ
い 

医
療
費
控
除
に
関
す
る
明
細
書
の

提
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
す 

医
療
費
控
除
は
、
領
収
書
の
提

出
が
不
要
と
な
る
代
わ
り
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
作
成
・

添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
税
務
署
が
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
記
載
内
容
を
確

認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

領
収
書
は
５
年
間
の
保
存
が
必
要

で
す
。 

消
費
税
の
確
定
申
告 

消
費
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成

に
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降

の
取
引
に
つ
い
て
、
売
上
げ
や
仕

入
れ
な
ど
を
税
率
（
軽
減
税
率

８
％
・
標
準
税
率
10
％
）
ご
と
に

区
別
し
て
記
帳
す
る
な
ど
の
経
理

（
区
分
経
理
）
を
行
っ
た
帳
簿
が

必
要
で
す
。 

ま
た
、令
和
元
年
（
平
成
31
年
）

分
か
ら
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を

作
成
す
る
に
は
、
区
分
経
理
を

行
っ
た
帳
簿
に
基
づ
き
「
課
税
取

引
金
額
計
算
表
」
の
作
成
が
必
要

で
す
。
な
お
、
消
費
税
の
仕
入
税

額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳
簿

や
受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
書

類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
知
的
障
が
い
者 

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の

所
持
者 

③
精
神
か
身
体
に
①
か
②
と
同
程

度
の
永
続
的
な
障
が
い
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人 

申
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
請
書
と

料
金
等
口
座
振
替
依
頼
書
、
加

入
者
と
障
が
い
者
の
住
民
票
、

加
入
者
の
告
知
書
、
障
が
い
の

種
類
・
程
度
を
証
明
す
る
も
の

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
な
ど
） 
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☎775-3646　 F 775-3650　 URL http://www.6bun.jp/white/
入館料：一般500円・小中高250円（市内小中学生は無料）

市民無料の日：16日㈯、18日㈪、28日㈭

トミオカホワイト美術館
開館10：00～17：00（入館16：30まで）

１月の休館【20日㈬、27日㈬】

☎783-4500　 F 783-3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/

入館料：一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

１月は毎日開館します。

常設展 ～彫
ほ

る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 期２月28日㈰まで
今泉記念館 油絵展

今泉記念館が所蔵する油絵作品を多数展示しま
す。豪快なタッチで描かれた美しい花や、繊細な
表現で描かれた女性たちなど、油絵のさまざまな
表現をお楽しみください。 
南国の摩訶不思議な世界

パプアニューギニアを中心とする南太平洋地
域は、独自の文化を発達させてきました。今では、
パプアニューギニアからの持ち出しが禁止されて
いる、貴重な民族美術のコレクションを多数展示
します。

開館30周年記念「新収蔵品と北海道の風景」
期３月16日㈫まで

富岡惣一郎の初公開となる寄贈作品や北海道の
風景を中心に20点を展示します。

施設改修工事などによる臨時休館
期２月１日㈪～26日㈮

施設改修工事などのため臨時休館します。 

南魚沼市民会館

☎773-5500　 F 772-8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15
１月の休館【18日㈪、25日㈪】

松竹大歌舞伎ポスター展in南魚沼
～南魚沼地芝居の歴史＆県民会館の歴史を振り返る～

歌舞伎新潟公演の歴史が今、ここによみがえる。
過去25年にわたる松竹大歌舞伎のポスター、パン
フレット、サイン色紙などを一挙に展覧します。
ぜひ、歌舞伎の華やかな世界を
ご堪能ください。
期２月23日（火・祝）～28日㈰ 
時 10：00～17：00 （28日 ㈰ は

15：00まで）
会市民会館 ホワイエ 
費観覧無料

☎・ F 782-9860　 URL http://www.6bun.jp/bokushi/
観覧料：大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

１月の休館【19日㈫、26日㈫】

「北越雪譜いろはかるた」の紹介
「うゐのおくやま」の「ま」 
「丸くかたく　作って勝負だ
　　　　　　　　　玉

たま

栗
くり

対戦」
玉栗は冬の子どもの遊びです。

雪を丸く固めて、相手の雪玉にぶつけあい、割れ
た方が負けになります。 

☎780-4080　 F 777-3815　 URL http://www.ikedaart.jp/
入館料：大人500円・高校生以下無料

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）
１月の休館【20日㈬〜22日㈮、27日㈬】

魚沼ベストショット展PartⅩ
期１月23日㈯～３月８日㈪ 

魚沼地域の風景・風物・風習
に魅せられた写真家が撮った渾

こん

身
しん

のベストショットを展示します。 
すばらしい自然や人に溢れ

ている魚沼を自慢したくなる
写真展です。 

同時開催：開館30周年記念特別展
　　　　 渡辺洋一写真展「雪森」
期１月31日㈰まで 

北海道の写真
家 渡辺洋一さ
んが、日本の雪
山に活動の場を
置き、雪の森を
主体に記録した
写真14点を展示
します。 八海山の橅

ぶな

の雪森
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フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
墜
落
制
止
用
器
具

特
別
教
育 

日
１
月
26
日
㈫ 

講
習
時
間　
６
時
間 

※
申
込
者
が
少
な
い
時
は
、
開
講

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

自
分
の
内
臓
脂
肪
量
を
測
定
し
、

健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん

か
。内

臓
脂
肪
の
増
加
は
、
高
血

圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
な
ど
を

招
き
、
動
脈
硬
化
を
進
め
、
心
臓

疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

結
果
は
そ
の
場
で
わ
か
り
、
看

護
師
か
ら
数
値
の
解
説
と
生
活
習

冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
初
め

て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子

を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。 

第
２
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」 

日
１
月
29
日
㈮　

午
前
10
時
～
11

時
30
分
（
受
付
：
午
前
９
時
30

分
～
） 

会
婦
人
会
館 

研
修
室
・
会
議
室

（
市
民
会
館
２
階
） 

内
み
ー
ん
な
お
い
で
よ
！
豆
ま
き

し
よ
う 

対
０
～
４
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど 

費
１
人
10
円
（
保
険
料
） 

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。 

日
３
月
７
日
㈰ 

会
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場 

種
目　
大
回
転
競
技 

資
市
内
在
住
の
小
中
学
生 

費
１
人
１
，５
０
０
円 

〆
２
月
12
日
㈮ 

組
別
（
各
男
女
別
、
全
８
組
） 

　

小
学
１
～
４
年
生
の
部 

　

小
学
５
年
生
の
部 

　

小
学
６
年
生
の
部 

　

中
学
生
の
部 

申
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、
大
和
・
塩

沢
公
民
館

問
・
申
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル

　
☎
７
７
２

−

４
５
５
４ 

　
Ｆ
７
７
８

−

１
１
５
８

問
・
申
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院 

健

友
館

　
☎
７
７
７

−

４
４
７
７ 

問
社
会
教
育
課 
生
涯
学
習
班

　
☎
７
７
３

−

６
６
１
０

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

　
☎
７
７
３

−
６
６
３
０ 

特
別
教
育
コ
ー
ス
受
講
生

募
集 

内
臓
脂
肪
量
Ｃ
Ｔ
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す 

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

第
15
回
南
魚
沼
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
大
会 

出
場
者
募
集 

持
水
分
補
給
の
た
め
、
飲
み
物
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

慣
改
善
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

期
１
月
20
日
㈬
～
３
月
24
日
㈬

（
祝
日
を
除
く
水
・
木
曜
日
に

実
施
） 

時
午
後
２
時
～
３
時 

定
５
～
10
人
／
日 

会
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院 

健
友
館 

費
３
，０
０
０
円

　にこにこ広場は入園前のお友だちが対象です。
※新しい生活様式（マスク着用、検温や体調確認など）にご協力ください。来園時は来園者の検温と保護者の

マスク着用にご協力ください

２ 月 にこにこ広場 詳しくは、各施設にお問い合わせください

日 曜日 園名・電話番号 時間 内容
２ 火 四十日� ☎776−3551 

９：45 ～ 10：45 

鬼のお面製作 
４ 木 宮� ☎774−2066 りす組さんと遊ぼう 
５ 金 上原� ☎775−2114 保育園で遊ぼう 
９ 火 三用� ☎779−3051 りす組と遊びましょう 
10 水 あおば� ☎775−2274 ひろーいホールで遊びましょう 

17 水 
五日町� ☎776−2155 10：00 ～ 11：00 保育園で遊ぼう 
上長崎� ☎782−1184 

9：45 ～ 10：45 

りす組と遊ぼう 
18 木 石打� ☎783−3624 ひな飾りを作ろう（閉級式） 
24 水 薮神� ☎777−2331 

保育園で遊ぼう 
25 木 

赤石� ☎779−3008 
牧之� ☎782−1746 りす組と遊ぼう 
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あそびのひろば２ 月 の

※新しい生活様式（マスク着用、検温や体調確認など）にご協力ください。
　来園時は来園者の検温と保護者のマスク着用にご協力ください 

園名・電話番号 内容 日程（祝日は除く） 時間

浦佐認定
こども園

☎777-5560

自由来館、身体測定、カレンダー作り、
誕生日会、発育講座、英語で遊ぼう、
わらべうたで遊ぼう、絵本を楽しもう、
体を動かして遊ぼう、作って遊ぼう、ベ
ビーマッサージ、親子運動教室など 

日程、内容、申込みについ
ては、毎月発行している子
育て支援だより「ひだまり」
をご覧ください。

野の百合
こども園

☎772-2627

支援センター開放 月～金曜日

10：00 ～ 15：00

身体測定 月曜日

親子で手づくり・誕生会・リフレッシュ
デー ・ハーブで手作り・子育てのお話（看
護師・ 栄養士・歯科衛生士）・ちくちく
あみあみ （編み物と縫物）・マタニティー
サロン

日程、内容、申込
みについては、毎
月発行のフリー
ペーパーをご覧く
ださい。

わかば保育園
☎778-2038

わくわくコーナー（園開放） 月・火曜日 10：00 ～ 15：00

親子保育体験日 月２回 10：00 ～ 12：00

きらめき工作 月１回水曜日 10：00 ～ 12：00

金城幼稚園・
保育園

☎782-5163

自由来館（ランチルームあります）
水曜日以外 10：00 ～ 18：00

水曜日 13：00 ～ 18：00

あそびの広場、リフレッシュ講座、あ
かちゃんランド、プレママ・プレパパ、
アロマ講座、ハッピー子育て講座、モ
グモグ広場、手作り広場、すこやかキッ
チン、親子保育園体験、プレキンダー
スクール 

日程、内容、申込みについ
ては、毎月発行している「塩
沢金城わかば児童館だよ
り」をご覧ください。

ママ’sカフェ
（ママ同士でティータイムしましょう） ２月15日㈪ 10：00 ～ 11：00

南魚沼
どろんこ保育園
☎788-0592

自然食堂（要申込み） 水曜日 10：00 ～ 12：00

芸術学校・寺親屋・自然学校（内容は
週により変わります） 金曜日 10：00 ～ 12：00

青空保育（道の駅南魚沼「雪あかり」） 月１回木曜日 10：30 ～ 12：00

身体測定・誕生会 月１回

めぐみ野こども園
☎773-5257 にこにこデー 月２回火曜日 10：00 ～ 11：00

※むいかまちこども園（☎772−4577）は、直接園にお問い合わせください。 
　上町保育園（☎773−6187）は、令和２年度のあそびの広場を中止します。 
　各施設では子育てに関する相談を受け付けています 

詳しくは、各施設にお問い合わせください
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問保健課　☎773-6811月 乳幼児健診などの日程２
　次に該当する子どもや同伴者は、健診の受診を自粛してください。 
・実施日の２日前から当日のいずれかに発疹・下痢・おう吐・目の充血などの症状がある 
・息苦しさ、強いだるさ、高熱などの症状がある 
・37.5度以上の発熱や咳など、軽い風邪の症状が続く 
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、健診の受診をご遠慮いただく場合や日程が変更とな

る場合があります。詳しくは、市ウェブサイトをご覧のうえ受診してください。持ち物は、乳幼児健診
カレンダーをご覧ください。 

くれよんクラブ 問保健課　☎773-6811

「くれよんクラブ」は、子どもの育てに
くさを感じている保護者や、障がいのある
子どもの保護者の集まりです。

情報交換や勉強会を開催しています。

日２月16日㈫　時10：00 ～
申不要。直接会場まで。　
会相談支援センターみなみうおぬま〔坂戸〕
内相談支援センターみなみうおぬまについて知ろう

事　業 対　象
北部（大和地域、大巻・城内・五十沢地区）

健友館（大和病院となり）
南部（六日町地区、塩沢地域）

塩沢保健センター
日にち 受付時間 日にち 受付時間

４か月児健診 令和２年10月生 ２月26日㈮ 13：00 ～ 13：10 ２月25日㈭ 13：20 ～ 13：30

10か月児健診 令和２年４月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょ
う。BCG接種期限まであと２か月です。

１歳児歯科健診
フッ化物塗布

令和元年12月生
南部は令和２年
１月生も含む

３月に実施
※奇数月のみ開催 ２月24日㈬ 13：00 ～ 13：10

１歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 令和元年７月生 ２月12日㈮ 13：00 ～ 13：10 ２月19日㈮ 13：00 ～ 13：10

２歳児歯科健診
フッ化物塗布 平成31年１月生 ３月に実施

※奇数月のみ開催 ２月16日㈫ 13：00 ～ 13：10

２歳半児歯科健診
フッ化物塗布 平成30年７月生 ２月４日㈭ ９：00 ～ ９：10 ２月３日㈬ 13：00 ～ 13：10

３歳児健診･歯科健
診・フッ化物塗布 平成30年１月生 ２月18日㈭ 13：00 ～ 13：10 ２月17日㈬ 13：00 ～ 13：10

講座・教室名 対　象 日にち 受付時間 会　場 申込み
育児力アップ講座
もぐもぐ教室

（離乳食教室）
令和２年７月生 ２月17日㈬ ９：30 ～９：45 子育て支援センター

子育ての駅「ほのぼの」
事前に
保健課に申込み

麻しん・風しん予防接種２期
就学前１年間の幼児（年長児）が対象です。令和

２年度の接種期限は３月31日です。１歳以降に２回
の予防接種を受けることで、ほとんどの人が感染や
重症化を防ぐことができます。

子どもの予防接種は、決して不要不急ではありま
せん。自身が感染しないためだけでなく、周りの人
に感染を広げないためにも忘れずに予防接種を２回
受けましょう。

日本脳炎予防接種２期
１期３回の接種終了後、９歳から13歳の

間で１回接種します。日本脳炎予防接種の
差し控えの時期があったことから、平成19
年４月１日以前に生まれた人は、20歳にな
る誕生日の前日までが接種期限です。早め
に接種しましょう。
※予防接種の接種期間など、詳しくは保健

課にお問い合わせください

問保健課　☎773-6811予防接種を忘れずに受けましょう
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問保健課　☎773-6811

救 急 医 療

救急医療のかかり方
①電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。重
症（意識がないなど）の場合は、119番で救急
車を呼んでください。
　・南魚沼市民病院 �  ☎788-1222
　・魚沼基幹病院 �  ☎777-3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急）
　　�  ☎773-5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する

・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況や症状などに応じて、他の

医療機関を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、

診察の順番が前後し、待ち時間が長くなる
場合があります。

・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではあ
りません。できるだけ通常の診療時間内に
受診してください。

夜間に困ったときは
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、
おう吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時19：00～翌朝8：00（毎日）
・新潟県救急医療電話相談　対15歳以上
　☎025-284-7119（＃7119でも可）
・新潟県小児救急医療電話相談　対15歳未満
　☎025-288-2525（＃8000でも可）

日にち 会場 受付時間

22日㈪

みなみ魚沼農業協同組合
（しおざわ基幹センター）

10：00 ～
　11：30

南魚沼市消防本部〔竹俣〕 13：30 ～
　15：30

問保健課（献血担当）　☎773-6811

※すべて全血400㎖献血。
　日程や会場は、変更する場合が
　あります。
　令和３年３月はお休みです

献血にご協力ください
～２月の献血日程～
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南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）� ☎773-6677
大和図書室（大和公民館内２階）� ☎777-4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階）� ☎782-0100

みんな 図書館の

　２月１日㈪まで図書館川柳を募集しています。本に対
する思いや、本と人を結びつけるようなすてきなエピソ
ードなどを川柳にしてご応募ください。
※詳しくは、南魚沼市図書館にお問い合わせください

新着図書の一部を紹介します
※下記以外の新着図書は館内かWebOPACでご確認ください

よ
み
も
の

・マナーはいらない� 三浦しをん 
・わたしの好きな季語� 川 上 弘 美 
・伊勢物語在原業平　恋と誠� 高樹のぶ子 
・みがわり� 青 山 七 恵 
・江戸染まぬ� 青 山 文 平 
・冬の狩人� 大 沢 在 昌 
・とわの庭� 小 川 　 糸 
・銀の夜� 角 田 光 代 
・絶局� 坂 岡 　 真 
・完全犯罪の恋� 田 中 慎 弥 
・コーチ� 堂 場 瞬 一 
・復讐の協奏曲（コンチェルト）� 中 山 七 里 
・ふたりでちょうど２００％� 町 屋 良 平 
・その果てを知らず� 眉 村 　 卓 
・湖の女たち� 吉 田 修 一 
・見果てぬ花� 浅 田 次 郎 
・生き抜くヒント� 五 木 寛 之 
・おばんでございます� 桜 木 紫 乃 
・寂聴残された日々� 瀬戸内寂聴 
・獄中シェイクスピア劇団
�  マーガレット・アトウッド

そ
の
他

・新潟の酒蔵＆まちめぐり　２０２０・２１秋冬号
・草の香� 外 山 正 恭 
・言葉である。人間である。� 藤 沢 　 周 
・渋沢栄一伝� 井 上  潤 
・ブロークン・ブリテンに聞け� ブレイディみかこ 
・登山式DE防災習慣� 鈴 木 み き 
・１０年後の子どもに必要な「見えない学力」の育て方
� 木 村 泰 子 
・イラストでわかるせん妄・認知症ケア� 川 畑 信 也 
・医師がすすめる新潟式食事術� 五十嵐祐子 
・宇宙に行くことは地球を知ること� 野 口 聡 一 
・志麻さん式定番家族ごはん� タサン志麻 
・農業用語の基礎知識� 藤 重 宣 昭 
・困ったときのおへやあそび� 近 藤 理 恵 
・水のように� 浪花千栄子 
・力尽き筋トレ� 石 本 哲 郎 


